
                                            

３８     太陽系は星団に属しているのか 
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１．はじめに 

私たちは２００７年３月に東京大学木曽観測所で開かれた「銀河学校２００７」に参加し、“太

陽系は星団に属するのか”というテーマで研究した。「星団」という存在を知ったとき、実は太

陽系は星団内に存在しているのではないかという疑問をもった。そこで私たちは散開星団と太陽

近傍の星を比較するために、木曽シュミット望遠鏡を使って 3つの星団（ＮＧＣ１９６０、ＮＧ

Ｃ２１６８、ＮＧＣ１８９３）を観測し、太陽近傍の星と比較した。 

 

２．観測 

望遠鏡：東京大学木曽観測所、１０５cm シュミット望遠鏡 

観測対象：星団ＮＧＣ１９６０、ＮＧＣ２１６８、ＮＧＣ１８９３ 

フィルター：Ｖバンド、Ｂバンド 

観測日時：2007 年 3 月 23 日 

露出時間：各 60 秒 

使用ソフト：解析のために「マカリィ」を使用 

観測方法はＶバンドとＢバンドという２つの波長域が異なるフィルターを使ってそれぞれの

星団を撮影した。観測した星団を一次処理，測光をし、中心から１２分内の星について解析ソフ

ト「マカリィ」を使って色と明るさを調べた。 

 

３．結果と考察 

観測から求めた星団の色と明るさからＨＲ図を作りそれが散開星団であることを確認した。ま

た作ったＨＲ図と、文献から調べた１０ｐｃの距離にある主系列星のＨＲ図を比較し、明るさは

距離の二乗に反比例することを使って散開星団までの距離を測定した。 

 



（左表：ＮＧＣ２１６８のＨＲ図、右図：ＨＲ図から求めた星団の距離と大きさ） 

さらに距離とみかけの大きさから星団の直径をもとめた。そして、太陽から最も近い恒星αケン

タウリの距離と比較した。 

   

（左から、ＮＧＣ１９６０、ＮＧＣ２１６８、ＮＧＣ１８９３、白い円は１２分の大きさを表し

ている。黄色の横線は太陽とαケンタウリとの距離を表している） 

この図からも判るように、太陽とαケンタウリがひとつの散開星団内にあるかどうか、結論す

ることはできなかった。 

 そこで、大きさで考えるのではなく、星の性質(色と明るさ)から調べてみることにした。太陽

近傍の星によるＨＲ図を作成し、散開星団のＨＲ図と比較した。その結果、同じような分布の形

にはならないことがわかり、太陽は散開星団に属していない可能性が高いことがわかった。その

後、別の種類の星団である球状星団(Ｍ３)のＨＲ図も過去の観測データを使って作成した。その

結果、太陽近傍の星のＨＲ図は、球状星団とも異なることがわかった。これらのことから、太陽

は、散開星団および球状星団の様な星団に属している可能性が低いと結論づけられた。しかしな

がら、太陽近傍のＨＲ図は両星団の特徴を併せ持った不思議な分布をしていることがわかった 

 

４．結論 

太陽近傍の星は散開星団や球状星団などの星団に含まれていない可能性が高いことがわかっ

た。しかしながら、太陽近傍の星のＨＲ図は散開星団、球状星団の２つの分布の特徴を兼ねそろ

えている。このことは、太陽近傍の星が両星団の混合体の様なものに属している可能性を示して

いるのかもしれない。 
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